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シンジケーション方式による 

「αサステナビリティ・リンク・ローン」の実行について 
 

株式会社京葉銀行（頭取 熊谷 俊行）は、本日、メークス株式会社（本社 茨城県守谷市、
代表取締役 森山 雅明 以下、メークス）に対し、シンジケーション方式による「αサステナ
ビリティ・リンク・ローン」の第一号案件を実行しましたのでお知らせします。 

 

 「αサステナビリティ・リンク・ローン」は、お客さまがＳＤＧｓ・ＥＳＧ戦略における    
野心的かつ有意義な事業挑戦目標であるＳＰＴｓ（※１）を設定し、ＳＰＴｓの達成状況に   
応じて、金利などの融資条件が変動する仕組みの融資商品です。お客さまの目標達成に応じて    
インセンティブを付与することで、持続可能な経済活動および経済成長を促進し、お客さまの 
サステナビリティ経営の高度化と企業価値向上への貢献を目指すものです。 
 なお、本件は、サステナビリティ・リンク・ローンとしての適合性と、ＳＰＴｓの合理性に 
ついて株式会社格付投資情報センター（Ｒ＆Ｉ）からセカンドオピニオン（※２）を取得して   
います。 
 
（※１）Sustainability Performance Targets の略 

お客さまごとに定めた社会の持続可能性に対する貢献度合いを測ることのできる年度毎の目標 

（※２）セカンドオピニオンについては、Ｒ＆Ｉのホームページをご参照ください 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2022/03/news_release_suf_20220330_jpn_01.pdf 

 

【本件の概要】 

アレンジャー兼エージェント 京葉銀行 

参 加 金 融 機 関 商工組合中央金庫、りそな銀行 

 

メークスは、全国に６工場（今年度設立予定の２工場を含む）を展開する溶接基礎鉄筋  
（ユニット式基礎鉄筋）製造販売業者であり、２８６名の従業員が在籍しています。同社は、
国籍・性別問わず優秀な人材を確保すべく、従来より外国人技能実習生を積極的に採用して 
きました。同社は、「高度専門人材として外国人を積極採用し、人材を多角化する」という   
サステナビリティ戦略の基本方針を掲げ、今回外国人従業員の割合を増加させるＳＰＴｓを 
設定しています。 

業界を牽引する当社がＳＤＧｓに対し積極的に取り組むことで、同業者や取引先への波及 
効果など、さらなるＳＤＧｓの輪が広がっていくことが期待されます。 

 
 当行は今後もグループ一体となって、環境・社会課題の解決に資する取り組みを一層   
推進し、地域の持続的な発展に貢献してまいります。 
 

以 上 
 

 
京葉銀行ではＳＤＧｓへの取り組みに関するニュースリリースに、 

「ＳＤＧｓ１７の目標アイコン」を標示しています。 
 
【ＳＤＧｓ：Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）】 

2015 年 9 月に国連で採択された、2030 年までに持続可能でよりよい世界を 

目指す国際目標のこと。17 のゴール・169 のターゲットから構成される。 

 

https://www.r-i.co.jp/news_release_suf/2022/03/news_release_suf_20220330_jpn_01.pdf

